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長い間中断しましたが植物化石の研究の解説をふたた

び続けることにします前回まで'こ(地質ニュｰスNo.

431958,3)古第三紀を終りましたので今回は薪第

三紀の植物群について2回に分けて述べてみましょう

古第三紀の植物化石が北海道や北九州などのわカミ国の

主要な炭田から産出するのに対して新第三紀のものは

全国にわたって各地から発見されている.これらの化

石の研究は最近いちじ｡るしく進められわカミ国の新第三

紀における植物群変せんの概況はかなり明らかになって

きた.

中新世初～中期植物群の崖地と産状

中新世初期～中期の含植物化石層は一般にわが国の

各地に点在する小規模な炭田や亜炭田地域に比較的よく

発達している.これらのほかにいわゆる海成堆積盆

地の周辺部に発達したような炭層を含まない陸成または

半陸成層の中にも非常に保存のよい植物化石をしばし

ば含んでいる.これら各地の化石は葉印象が最も多い

がまた実･毬果･翅果などの見事た化石もしばし二は見

出されており化石鑑定の上によい指導となっている.

中新世の初期から中期にかけてはわが国の大部分の

地域において火成活動が盛んであった時代でありその

堆積層の中には凝灰岩や凝灰質の地層カミ多く含まれてい

る.このために植物化石の保存にも好適であったと思

われるがこれがこの時代の化石が非常に豊富によく保

存されている原因の1つにもなっている.中新世最前

期の植物群は現在までに知られているものは非常に少

枚いが初期と中期のものは北海道から九州にいたる

まで広く各地域から見出されておりこれらは分布図

に示す通りである.

棚井敏雅

植物群の組成

わが国の古第三紀植物群は多くの熱～亜熱帯要素を有

する組成であったがこれに続く新第三紀前半の植物群

は温帯要素が優勢と柱ゆ時には暖帯要素を混じるよう

な組成を示す.この両時代においてはクルミ･カン

バ･ニレ･カエデ･カツラ･ウリノキ科などに属する温

帯性の属(genuS)はか放り共通しているが新第三紀

に入るとこれらの属の古第三紀の種(species)はほと

んど姿を消して代ってその属の新しい種が出現Lたの

である.

中新世の始めから中期にわたる植物群はその構成種

｡組成やそれらの含まれる地層の層位的関係などから考

えて現在のところでは3層準に分けられ下位から

相ノ浦･阿仁合･台島型植物群と呼ばれる3つのタイプ

が認められている､す租わちこれらの3型の植物群

はその産出地域によって構成種の産出ひん度に多少の相

違はあるけれども大体似た組成を示してそれぞれほ

ぼ同一時代を示すと考えられている.

1.中新世最前期

九州佐世保炭田の相ノ浦層群から産する植物灘をタイ

プとして相ノ浦型と呼ばれる.カンバ･ニレ･バラ｡

マメ･シナノキ･ウリノキ･エゴノキ科などに属する温

帯および温暖帯の潤葉樹を主体としスギ科に属する針

葉樹を混交する.これらの中で肋肋1α(カンバ)･

Cαゆ肋洲(シデ)･λ伽鯛(ハンノキ)･σ肋附(ニレ)

･Z沸0ω(ケヤキ)･λ0〃(カエデ)･η"α(シナノ

キ)などの温帯要素は次の時代の阿仁合型の主要な構成

種であるがそれらはこの相ノ浦型には量的に少放くむ

しろ阿仁含型に含まれ狂いような亙0Sα(バラ)･

肋%〃8(メギ)･工勿〃あ肋α7(フウ)･Cθκゐ(ノ･�
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1!皮1章県瑞浪11丁(中村層)×1

b)一05〃)'αs加榊gfc"HUZIOKA(拉)

福島県大蜥村(池爽炭層)x1

･川舳η伽〃･α･…唯纏j11/

e)一
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111セ1#県瑞浪rぽ(中村風)×1

λ1刎姑洲〃叱粥5おHUZIOKA(災｣求)

.北海道天北炭口](宗谷爽皮層)x1

!ご〃舳伽刎ツ〃TANA1etONOE(樋丁)

.1と瀬磁川1ヒ楠川1町(久遠次災屑)x1

月｡卯φ胱秘dogよ仰伽α'αTANA1etONOE(願戸)

,1ヒ海過渡島禰島1■町(吉胸属)x1

Kε〃1β〃加r刎伽σTANAi(楠∫)

北海道波島福島1町(吉岡層)×1

C伽伽舳8s〃榊加〃TANAI(衝)

岐阜県瑞浪市(中村層)×1

ナズオウ)などの温暖帯要素を多く含んでいる.さら

にル1榊60幼ψ0'伽α(ハスの1種)･ん倣ωκ6"0舳

(カエデの1種)や刈α磁榊ゐα8肋吻伽(ウリノキ

の1種)などのよう祖古第三紀に繁栄した種がre1iCt

として含まれていることも特長の1つであろう.この

ような組成をもった植物群は佐世保炭田のほかに山

口県油谷湾地域の伊上層や長野県中部の北相木層などか

らのものも多少の違いはあるがこのタイプに属するも

ののようである.

から知られているがことに北海道や東北地方から多く

見出される.たとえば茅沼･上ノ国･岩館･西剛■1

炭田校とのいわゆる緑色凝灰岩層中の爽炭層をはじめと

して岐阜亜炭田･常磐炭田の一部･佐世保炭田の佐世

保層群などの含炭層からのものも上述の特長をもった植

物群である.しかし表日本から産するこのタイプの植

2.中新世初期

秋田県阿仁炭閏の爽炭層から産する植物灘をタイプと

して阿仁合型と呼ばれる.この型はヤナギ･クルミ｡

カンバ･ニレ･ブナ･カツラ･カエデ･シナノキ科など

に属する温帯性グ)落葉樹を主体としこれらにスギ･マ

ツ科に属する温帯性針葉樹を混交する植物群である.

これらの申で産出ひん度から見ると〃91α郷(クル

ミ)･丹倣06"ツα(サワグルミ)･肋f"α(カンバ)･

0αゆ加飾(シデ)･"脇s(ノ･ンノキ)･α伽`∫(ニレ)･

Z3晩0秒α(ケヤキ)･亙α幽8(ブナ)･Cθκ"ψ"肋刎

(カツラ)･AC畝(カエデ)などの潤葉樹や"伽∫吻{0{α

(メタセクオィヤ)･R0θα(トウヒ)･α妙ま0∫机伽∫

(クリプトストロブス)･λ腕∫(モミ)などの針葉樹

が優勢であったようである.このほか地1㈱ろ0(ノ･

ス)･ηψα(ヒシ)｡肋淋伽妙α(ヒシに近縁たもの)

などの水生植物をしばしば伴うがこのタイプの植物群

が多くの場合に來炭層から産出することを考えると当然

であろう.

このような組成をもった植物灘は四国を除いて各地

〃"'4〃舳αrσ蜘1ひ｡伽伽一(GOEP.)KRYSHT.etBORS､

長崎県江迎町(相ノ浦鰯中部)×j

〔東肌に広く分71iするタイワンウリノキにj圧以〕�
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物灘は裏目本のものに認められないようなCαs肋伽

(クリ)･研畑α"α(フジ)･刀α秒6αηα(ノグルミ)

などをはじめとする温帯南部の要素を少し含んでいる.

また裏目本の阿仁合型は山地性樹木が主体で低地性の

ものは非常に少ないがこれに反して表日本のものには

低地性の植物がか板リ含まれるというような組成上の相

違が多少認められる.

3.中新世中期

秋田県男鹿半島の台島層から産する植物群をタイプと

して台島型と呼ばれる.この時代の植物群は前の時代

に繁栄した温帯性落葉樹はやや減少して代って温暖帯

の潤葉樹が優勢になりことに前時代の阿仁合型に比べ

ると常緑潤葉樹が多く含まれるようになったことが特長

的である.すなわち化石の産出ひん度から考えると

クノレミ｡ブナ･カンバ･マンサク･クス･マメ･ムクロ

ジ･カエデ｡ウリノキ科柾とに属する植物が優勢であっ

た.ことに〃舳s(ノ･ンノキ)･C0ゆ伽洲(シデ)･

Z脇ωα(ケヤキ)･んθ7(カエデ)枚との温帯要素と

Cαηα(カリヤ)･C0倣桝0"σ(コンプトニア)｡Q伽κ㈱

(カシとくに常緑カシが多い)}αs肋伽(クリ)

α舳α刎0刎〃刎(クス)･";αc棚洲(タブ)･ル0腕52α

一翼

(シロダモ)･〃"0伽(パロツチヤ目本現生のマンサ

クに近縁)･"σ棚α肋α7(フウ)lS伽"脇(サルト

リイバラ)などをはじめとして多くの温暖～暖帯性の

い)が認められる.針葉樹は一般に少なく枚いが

"伽Sθ〃0{α(メタセクオィヤ)や五例S(マツ)だと

が普通に見られまたC閉κ加助α〃α(マンダイスギ)

･zα肋α加α(タイワンヒノキ)･K;θ加1〃"α(エサン)

やPSθ〃01α伽(イヌガラマツ)などの温暖性針葉樹が

しばしば見出される.このような特長をもった植物群

は四国を除くわが国の各地から広く発見され前述の阿

仁含型よりもさらに数多くの地域から知られている.

この台島型植物群は層位的に見ると全国にわたって広

く分布し層位的はは貝化石やその他の海棲動物を多産

する中部中新統のやや下位がまたはほぼ同層準の非

海成層から多く見出される.たとえば分布図に示す

ように北海道西南部から本州の日本海側に沿うrグリ

ｰン･タフ地域｣にはことに多い.

前の時代の阿仁合型が日本の南北方向においてほぼ均

一な組成を示すに対してこの台島型植物灘は南北方

向における組成上の地域的な差がかなり目立つようにな

る.たとえば北海道におけるこの時代のものは本州

のものに比べてクス｡ムクロジ科やブ

ナ科の常緑カシ類がほとんど見られず

逆にブナ｡モミ｡トウヒなどの本州の

この時代の植物灘にほとんど認められ狂

いような冷温要素カミかなり含まれる.

この事実は中新世中期においてすでに

わが国の南北の森林分布にやや相違があ

ったことを物語るものといえよう.

当時の古気候

地質時代の経過･環境の変化などによ

って植物群の構成種は進化しまたそ

の分布は変せんを重ねて今日に至ったも

のである.過去の植物群と現在のもの

とが全たく同一の生態的条件を示すとは

考えられ粗いが少なくとも新第三紀の

植物は現在のものに形態的にも非常に近

縁性を示している.したがって化石

植物に最も近似抵現生種の分布地域にお

ける気候やその植物の生態的条件など

をもとにして当時の気候などを推定す

ることはある程度許されよう.かくし

て前に述べた3つのタイプの化石植物群

の各構成種についてその近似現生種を

"c〃ルκ5加ε%〃αHUZIOKA

北海道渡島福島町(吉岡町)x1

(蜆在日本に見られるカジカエデに近縁)�
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求めそれらが示す生態的条件などを考えると新第三

紀において中新世の中頃までの気候は大体次のようにな

るであろう.

相ノ浦型植物群は現在の中～南支の低地における植生

に近縁であり温～温暖性要素が多いことなどから中

新世最前期の気候は温暖でかつやや湿潤であったと考え

られる.次の阿仁合型植物群はその近似現生種から考

えると現在の中～北支または北日本における山腹の植

生に近縁であり中新世初期の気候はむしろ冷温でかつ

降雨量も普通(夏季に多く冬季にやや少ない)であったろ

う.狂お当時は冬季には降霜や結氷などもあったほど

の気温であったと考えられるがこの時代には"召まα顯一

〃0まαやG肋チ0s物あ閉などがかなり繁栄していたの

で降雪はほとんどたかったのであろう.中新世中期

の台島型植物群は現在の中～南支の海岸に近い低地の

植生に近縁であり多くの常緑樹やその他の暖地性植物

を含むことなどから考えても当時の気候はかなり温暖

であり雨量も一般に多い方であったであろう.また

所によっては暖帯性気候を示す地域もあったようで前

に述べたように日本南北において森林分布をややかえ

るほどに年平均気温やその旭の気候条件に差があったと

思われる.

当時の地質的背景

このように植物鮮から見るとわが国における中新世

の始めから中期までには温暖→冷温→温暖～暖という

ような気温変化が考えられる.このような古気候を示

す植物灘の変化は当時の古地理的租背景とくに海洋の

影響の多少によるところが大きいと思われる.相ノ浦

型植物群によって示される中新世最前期の温～温暖な気

候は古第三紀の暖～亜熱帯的な気候が次第に低下して

ゆく過程での温暖性であるとも考えられる､しかしま

た相ノ浦層群中に挾まれる海成層の中のη6α舳"αや

その他を含む暖海性動物群によって示される暖流の影響

を無視できないであろう.次の時代の阿仁合型植物灘

を含む地層は古地理的に見ると新第三紀初期に徐々に

始まる海侵に際してそれまでの陸塊地域におけるその

初期の堆積物である.すなわち前に述べたように

この阿仁合型は山地斜面の植物織であるがその後背地

は当時の大陸斜面で直接には海洋の影響をうけていなか

った地域であったようである.

中新世中期に入ると海侵はわが国の全土に広く及び

それまでの大陸はやがて海におおわれるように杜る.

この時代の浅海の動物群は耽αげα･吻ω閉"α･"0･

刮伽加α･0畑伽伽αたどをはじめとする多くの貝や有

孔虫化石によって示されるように暖流性のものである.

〃'〃〃必｡伽肋ψo開化"ENDO

長11崎県江迎111丁(雌'1正保媒川棉ノ浦屑杵最上部)×7!1o�
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したがって前に述べたように台島型は海搾に近い低地性

の檀物群であるが沿岸地域においてはこの暖流の影響

を強くうけたであろう.この暖流による中新世中期に

おける気候の温暖化によって阿仁合型の冷温要素は北

方へ移動し代わって南方から温暖要素が北上してわ

が国をおおったものであろう.台島型植物群の構成要

素のあるものはこの非海成層をおおって厚く発達する

海成の中新統中部の中にもしばしば見出される.これ

らの植物はもちろん海中に流れて入ったいわゆるdri{t

である.しかし広く発達した当時の海域から残った陸

域にはなお台島型に似た温暖な植物群があったことが

考えられるであろう.(っづO

(筆者は元所員現在北海遠大学理学部助教授)
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批榊抽1側w郷ヂs

■三㌔ゑ独占匁夏

11.姜滋鐸1､籔1員州災田(油戸

綬嬢裏)東1

}パ㌻芋㍗!錐暴現〕

伽σg勿｡κα榊ま｡c肋まωHUetCHAN納戸

北海道渡島福島町(吉岡層)灯

(日本および中国に現生するコブシ1二逝似)

り夕細伽αηαωo吻泌TANAIe庄N.SUZUKI

い赫棚沽ψα加鮎"〃｡肋必(0KUTSU)M工KI

.1簑搬瀬渡島福島町(吉岡層)x1

蓋

糞

エ初〃伽舳加プ粥池∫'チ伽αHUetCHANEY

目):山形県西田川炭田(上郷累層)×～(

b)県空:岐阜県平牧村(平牧屈)x1

/1蹴綴墨韮寺獅嚇のみ分布するが〕�
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愀

ハαg蜘σ〃ψoガHEER

a)葉x1b)…殻斗

北海道瀬棚町(訓縫層)

〔曇李ξ鷲舞善鮎銘〕

C〃伽〃鮒5醐あヅご凌概燃麦葉裏《C獺Nむ

北海道上ノ国念擬雌(爽搬澱)刈

〔日本に現生すポぎ黒シ利二滋似1〕

■6〃`閉α脇伽0ISHIetHUZIOKA

a)葉x1b)翅果x1

北海道渡島福島町(吉岡層)

(北日本に現生のクロビイタヤに近縁)

鈴

獄仰鰍5鮒幽柳郷おTANAI

疑織繰言1:泌町(綱ノ輔層中部)×1

(禽鴻垂こま蝿窒三するタカサゴエゴノキ

季二遊繊〕

月"榊伽助郷"妙｡粥き湖TANAI

職舳鎌防仁炭田(打当層)×1

/具仰行幸篭鞘に離する〕

Zε1房｡砂α吻娯ωづKOVATS

北海道渡鳥福島町(吉岡屑)

〔現在の日本に見られるケヤキに近縁)�
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(:α'ψ左勿〃SS勿ゐ6074αまα

乁呈�協

北海道渡島福島町(吉岡層)X1

/誓葉足簸広く分布するサワ〕

(;1`∂〃5{σ〃ガ0S{洲`刎S{S

�整���

a)豆果x1!空1〕)小葉×1

北海道渡島福島町(吉岡層)

Q1〃κπ5

〃惚"∂プα〃∫む〃r

���一

宮城県伊臭含炭地

(爽炭層)x1

(日本現生のイチイ

ガシ台地に現生

0)ホソバシラカシ

に近寸以〕

戀

/皐離鵠蕊㍍鐵よりも〕

"㍑細切が｡ゴ"力｡榊'6"]…:NDO

a);窯x1b)奄×1

北海道｣ニノ国含炭地(爽炭煩)

(蟹木に広く一分イばするシナノキに近似〕

〃勿伽螂`o加｡〃伽伽fσ〃s(N遣WB.)CHANEY

a)葉:,1ヒ海道湘棚町(訓維層)×l

b)c)毬王艮:;1ヒテ唾j適ヲ{二1ヒ｣災田(`宗谷ク{〃ξj薗)x1

丁肋加伽{S例去〃0肋争･α畑

�乁�����椀

,1ヒ海道上ノ国含炭地(次炭屈)Xl

｣1ヨ本に蜆生.のアスナロに近縁)

/曇蚕鰯鱗琶職簿絆事〕

轟

0o伽μωo加勿α吻舳刎舌ガ(NATH.)HUZIOKA

罰)北海道熊万村(久遠來炭煩)

b)宮坊史県令炊き』･山(多く上定｣画)

/走餓部に貼の00肋オω伽ク榊伽つ

1〕�




